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I ■

ニカメイガ性フユロモンの同定

IdcntiEicationoftheFemaleSexPheromonesof

thcMoth,ChilesupL)ressaLis.BRENDAF.NEStllTT,
P.S.BEEYOR,D.R.HALL,R.LESTERandV.A.

DycT(.I.InscciPhysl'oL.,21,1883(1975).

ニカメイガは.アジア諸国における稲の害虫である.

Pathakは.1966坤に,雌の発散する性フェロモンに

雄が刺放されること,雌を入れたトラップに雄が野外

で誘引されることを報告している.

IRRIで錠めた桶を雌雄にわけて,5-10oCに保っ

た容器に収めて. ロンドンへ空輸し,25-26oC,

R.H.90%で羽化させた.成虫は,12時間暗胤 12時

間明期に保持した.フェロモン抽出のための雌成虫は,

羽化後 1日目に明期の終ったのち1時間暗期処理して

から,その腹端を塩化メチレンの中に切り落した.こ

のような雌の性フェロモンの含量は最 も高かった.

抽出した性フェロモンは,主にガスクロマトグラフ

の分取により精魁,単離し,その間フェロモン活性は,

雄アンテナによるEAGによった.その過程で,性フ

ェロモンは,2つの化合物より成ることが明らかとな

った.

CllからClBまでの厄机のアセテート,アルコール,

アルデヒド額の EAG を比較したところ 15ngでアル

デヒド潮が活性であることを認めた.さらに,フェロ

モン,垣飢アルデヒドの EAG,ガスクロマトグラフ

上の挙動から,C10.C川の不飽和アルデヒドであろう

と考えられた.2つあるフェロモンのうちの1つは,

オゾン分解で,Undecanedialが得 られることから

Allであることを証明し, シス ･トランスは,合成し

た異性体の EAGの比較で, シスであることを見出し

た. 2つ目のフェロモンは少ないので,オゾン分解を

行なえなかったので,AllかA13であろうとの予測か

ら合成したシス体の EAGを比較してA13であると推

測した.

結論として,ニカメイガの性フェロモンは, 2つの

化合物 (I)-ll-hexadecenalと (I)-13-0ctadecenal

で,その割合は5:1である. (前桁正三)

ヤママユガの1種,AtLtheraeapotuphemLtBの性

フェロモン

SexPheromoneofthe.Moth,A71thcraca♪oly･

♪hemus.J.KocHANSKY,J.TETTE,E.F.TASCHENI

BERG,R.T.CARD丘,K.E.KAISSLlNGandW.L.

RoELOFS,I.InsectPhysiot.,21,1977(1975).

米国,カナダに広 く分布するヤママユガの1控,

Anthcyaea♪oLy♪hemusの性フェロモンをiu離した.

羽化後禾交尾の雌を雄結して,腹部宋3:lJlを切除し塩化

メチレンで抽出したが,コーリング時の雌のフェロモ

ン含量がもっとも高かった.フェロモン活性の検定に

は.雄アンテナによるEAGの測定で行なった.その

他に,野外でのトラップ試験も行なった.

EAG を指棟に,TLC,GLCで柿製し,化学反応

を行なって,transl6,ct'S-1llhexadecadienylacetate

と trans-6,Gis-ll-hexadecadienalが確認 された.

この2つの化合物の割合が9:1の時に殻 も活性が高か

った.

合成した2つの化合物の割合を変えて.野外でトラ

ップ試験を行なった. 1mgのアセテートのみで42匹

の捕獲があるが,アルデヒドを10%混入すると,83匹

に,15%では88匹になるが20%では57匹と減少する.

10-15%アルデヒド混入が最も活性があろ. ■

A.♪oLyLIhcmusと近縁の A.♪ernJJ'の蛾を放して,

A.♪Olyphemusの性フェロモントラップと A.♪ernyzl

の雌2匹のトラップを同時設EPIiliした所,A.37eynyl'の雄
は,同種の雌のトラップに誘引きれ A.♪oLy♪hcmus

性フェロモンのトラップには誘引されなかった.近紺

種ではあるが,A.♪ernyiの性フェロモンは.迎う化

合物である可能性が高い.

(高柄正三)
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